
 

 汗と体臭を科学する ニオイの⼼理学 

坂井信之（東北⼤院⽂・総合知インフォマティクス研究センター） 

ニオイを表す漢字には、匂、臭、⾹など、たくさんのバリエーションがある。これらは化学物質に基
づく違いではなく、感じる⼈の感情に基づく違いを含んでいる。また、同じ化学物質であっても、例
えば熟成したチーズの匂いのように、⼝に⼊れる前は不快だが、⼝に⼊れるとおいしく感じられるよ
うなものもあり、必ずしも化学物質＝ニオイの質・快不快ではない。今回は、このようなニオイの快
不快に焦点を当てて、ヒトがどのようにニオイを感じているかについて理解していただくことを⽬的
とする。 
「スメハラ」という⾔葉が聞かれるようになって 20 年ほど経つ。しかしながら悪臭による被害（あ
るいは加害）はそれ以前からあった。たとえば悪臭防⽌法は 1971 年に成⽴・公布されている。当初
は⼤気汚染物質による管理であったが、1996 年の法改正により⼈が悪臭と感じる場合にその強さと
快不快の程度によって管理することとなった。この変化は⼤気汚染物質というモノ中⼼の管理から、
臭いというヒト中⼼の管理へ変わったことを意味する。 
このように、臭いというのは何らかの物質が存在するということより、ヒトが嫌だと感じるという

感情を指す⾔葉であることがわかる。⼝臭や体臭はスメハラの原因となる最も代表的なものである
が、⼝臭や体臭を⽣じさせる物質そのものの存在のみに⽬を向け、治療を試みるのは根本的な解決に
ならない。ある⼈の⼝臭や体臭を臭いと感じさせる原因そのものに⽬を向けていく必要がある。 
⼀⽅で、実際は⼝臭や体臭の原因物質を放出していないにもかかわらず、「⾃分は臭い」と思い込む⼈
も⼀定数いる。このような悩みを持つ⽅々に「あなたは臭くない」と何度⾔っても効果がない。そこ
には別の理由があるからである。 
本講演では、⼈がニオイを知覚するメカニズムに関する⼼理学・神経科学的な知⾒を紹介する。ま

た、ニオイが⼈の感情や⾏動にどのような影響をもたらすかについても我々の研究を中⼼に紹介す
る。皆さんの予想以上に強い影響があることに驚く⽅もおられるかもしれない。しかし、嗅覚が退化
したと思われる⼈類でも、実は嗅覚によってコミュニケーションを取っていることを⽰す研究はたく
さんある。 
このようなニオイの特性に気づくことで、ヒトの⽇常⽣活における効果的なニオイの応⽤・対処法

の開発につながると期待している。  
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